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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置は、固定スペーサー７を使用し
ていたために、薄型化、変形に対する強度を向上させる
点での課題があった。
【解決手段】  第１フレーム３と裏側外装ケース５とを
一部品化することにより、液晶モジュール２と裏側外装
ケースの固定が不要になり、固定スペーサー７の縮小と
表側、裏側外装ケースの厚みを減らすことができ、薄型
化、変形に対する強度を確保できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルと、
前記液晶パネルの後面に配置されたバックライトユニッ
トと、
前記液晶パネルと背光装置を保持する第１フレームと、
それらを囲む２つ以上に分割できる裏側外装ケースとで
構成された液晶表示装置において、
前記第１フレームと裏側外装ケースとが一体の部品であ
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記第１フレームと固定された、前記液
晶パネルを保護する第２のフレームを具備したことを特
徴とする請求項1記載の液晶表示装置。
【請求項３】  液晶パネルと、
前記液晶パネルの後面に配置されたバックライトユニッ
トと、
前記液晶パネル、前期バックライトユニットを保持する
第１フレームと、
前記第１フレームと固定でき前記液晶パネルを保護する
第２フレームと、
それらを囲む２つ以上に分割できる表側外装ケースとで
構成された液晶表示装置において、
前記第２フレームと表側外装ケースとが一体の部品で構
成されることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置の構
造に関するものである。特に、装置内部に塵埃が入ら
ず、又装置から光り漏れのない薄型、軽量化の構造を有
する液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の液晶モジュールまたは液晶表示装
置の分解斜視図をそれぞれ図４、図５に示す。図４に示
すように、従来の液晶モジュールは液晶パネル１、回路
基板８、蛍光管９、蛍光管９をＵ字型に囲むランプリフ
レクタ１０、導光板１１、前記液晶パネル１と導光板１
１の間に保護シート１２、レンズシート１３、拡散シー
ト１４、前記導光板１１の裏面に反射シート１５を配置
しこれらは第1フレーム３によって、保持と位置決めを
行っている（これらを組合せて液晶モジュール２ａと呼
ぶ）。
【０００３】表示領域外側の面積縮小の方式として、図
５（ａ）に示すような実装形態は一般的にヒンジアップ
方式と呼ばれ、第４図に示すような通常の液晶モジュー
ルが有している第２フレーム４を有しない方式がある。
この実装方式は近年の薄型携帯パソコンにおける一つの
形態である。このモジュール実装形態においては、液晶
モジュール２ａを裏側外装ケース５に固定し更に、液晶
パネル１（図４参照）側より表側に表側外装ケース６を
かぶせ、裏側外装ケース５に固定する。さらに液晶モジ
ュールを点灯させるために、両外装ケース５、６内には
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液晶表示装置に信号を入力するケーブル、蛍光管を発光
させるためのインバータ基板等が組込まれる。
【０００４】ヒンジアップ方式以外に、主流となってい
る液晶モジュールの形態は、図４に示すように、液晶モ
ジュール２aに、液晶パネル１を保持するための第２フ
レーム４を追加した液晶モジュール２ｂを指すことが多
い。液晶モジュール２ｂは、液晶モジュール２ａ以上
に、液晶パネル１の保持を良好にし、バックライトユニ
ットを密閉するので、埃などの混入による液晶モジュー
ルの表示品位に関わる不良を減少させる効果がある。外
装ケースに組込む作業性も、液晶モジュール２ａよりも
簡便である。図５（ｂ）は液晶モジュール２ｂを用いた
液晶表示装置を示す。第１フレーム３（図４参照）と第
２フレーム４（図４参照）、液晶モジュール２ａと裏側
外装ケース５、裏側外装ケース５と表側外装ケース６の
固定には主にネジ等の締結部材（図示せず）を用いてい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、近年携
帯用端末装置の普及およびデスクトップモニタの省スペ
ース化が急速に進行し、液晶表示装置の薄型、軽量化が
求められている。従来の方法では液晶モジュール２ａと
裏側外装ケース５の固定、裏側外装ケース５と表側外装
ケース６の固定とが必要であり、それぞれに固定スペー
サ７を必要とするため、狭額縁化と薄型化ができないと
いう課題があった。図５ａの方式では、液晶モジュール
２ａはパネルが完全に包まれておらず、チリや埃などに
は極めて敏感で、液晶モジュールの生産工場から携帯端
末の生産工場まで輸送する際において、塵や埃を避ける
ために特殊な輸送用梱包を必要としていた。このため通
常の液晶モジュールよりもコスト高になる。加えて、表
側外装ケース６は樹脂製が主流となっており、液晶パネ
ル１を強靭に支える力がなく液晶パネル１と、バックラ
イトユニットの間に隙間を生じやすい。このため蛍光管
の光が液晶パネル１と、バックライトユニットの間に生
じた隙間から漏れたり、塵や埃がその隙間に入り込ん
で、画面の表示品位を著しく損ねるという課題があっ
た。上記とは別に図５ｂに示す液晶モジュール２ｂにお
いては、第２フレームが必要となる。第２フレーム４
（図４参照）は主に金属製であり、素材として剛性の高
いステンレスや、亜鉛めっき鋼板などが使用されている
ことが多い。この様な比重の大きな金属を使用すると、
液晶モジュールの重量が増加する。加えて第２フレーム
４自体に厚みがあるために、薄型の第２外装ケースを使
用してもトータル厚みを減少出来ないことになる。更
に、携帯端末の薄型化と軽量化を達成するためには、液
晶モジュール自体の薄型化もさることながら、外装ケー
ス自体の薄型化と肉厚の減少も大きな要素となる。携帯
端末で外装ケースの肉厚を減少させた場合、画面部分の
開閉の際に外装ケース自体が歪むことがある。この歪み
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は液晶モジュールの破損をもたらし、液晶パネルが破損
して顧客に重大な被害を与える。
【０００６】また、近年環境対応のため部品点数の削
減、解体時間の短縮等も求められており締結部材が増加
することは避けなければならないという課題があった。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１記載の
液晶表示装置は、液晶パネルと、前記液晶パネルの後面
に配置されたバックライトユニットと、前記液晶パネ
ル，該バックライトユニットを保持する第１フレーム
と、それらを囲む２つ以上に分割できる外装ケースとで
構成された液晶表示装置において、前記第１フレームと
外装ケースとが一体の部品であることを特徴としてい
る。
【０００８】本発明の請求項２記載の液晶表示装置は、
前記第１フレームと固定された前記液晶パネルを保護す
る、第２のフレームを具備したことを特徴としている。
【０００９】本発明の請求項３記載の液晶表示装置は、
液晶パネルと、前記液晶パネルの後面に配置されたバッ
クライトユニットと、前記液晶パネル、該バックライト
ユニットを保持する第１フレームと、前記第１フレーム
と固定でき前記液晶パネルを保護する第２フレームと、
それらを囲む２つ以上に分割できる表側外装ケースとで
構成された液晶表示装置において、  前記第２フレーム
と表側外装ケースとが一体の部品で構成されることを特
徴としている。
【００１０】以下、上記構成による作用を説明する。
【００１１】図３に示すように、第１フレーム３と裏側
外装ケース５とを一部品化することにより、部品点数削
減と、液晶モジュールと裏側外装ケースの固定が不要に
なり、固定スペース縮小ができる。これと同時に、裏側
外装ケースと液晶モジュールの間の隙間をなくすること
が出来るために、液晶表示装置の厚みを減らすことがで
きる。
【００１２】図１に示すように、第１フレーム１６は立
体構造（３次元構造）を有し、外装ケースと一体となっ
ているため、外装ケースがねじれやたわみなどの変形に
対して非常に高い剛性を有することになり、従来のキャ
ビネットが歪みに対して強度を確保できないという課題
を解決することができる。図２に示すように、第２フレ
ーム４と表側外装ケース６とを一部品化させることで、
表側外装ケース６に立体構造（３次元構造）を持たせる
ことができるため、表側外装ケース６の強度確保が可能
となる。このため蛍光管の光が液晶パネル１と、バック
ライトユニットの間に生じた隙間から漏れたり、塵や埃
が隙間に入り込んだりせず、画面の表示品位を保つこと
が可能となる。図５に示すように、加えて、液晶モジュ
ール２ａと裏側外装ケース５の固定と同時に表側外装ケ
ース６の固定ができるため固定スペース縮小ができる。
【００１３】
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【発明の実施の形態】本発明の実施の形態について以下
に説明する。
【００１４】（実施の形態1）本発明の実施の形態１に
ついて、図面を参照して説明する。図１に実施形態1の
分解斜視図を示す。液晶パネル１、回路基板８、蛍光管
９、蛍光管９をＵ字型に囲むランプリフレクタ１０、導
光板１１、前記液晶パネル１と導光板１１の間に保護シ
ート１２、レンズシート１３、拡散シート１４、前記導
光板１１の裏面に反射シート１５を配置しこれらを第１
フレームと一体となった裏側外装ケース１６で保持し位
置決めする。
【００１５】液晶パネル１側より表側外装ケース６をか
ぶせ、前記フレーム一体裏側外装ケース１６に固定す
る。表側外装ケースと、第１フレームを一体化すること
により部品点数削減は当然のことであるが、外装ケース
とフレームが一体になることにより、外装ケースと液晶
モジュールの間の隙間をなくすことができる。更に、第
１フレーム１６は立体構造（３次元構造）を有し、表側
外装ケースと一体となっているため、外装ケースがねじ
れやたわみなどの変形に対して非常に高い剛性を有する
ことになり、従来のキャビネットが歪みに対して強度を
確保できないという課題を解決することができる。
【００１６】フレームと外装ケースを一体化した部品
は、ポリカーボネートやポリプロピレン等の樹脂による
成型品、２種類以上の樹脂の二色成型品、ステンレスや
アルミニウム等の金属材料に前記樹脂やゴムをインサー
ト成型する方法で製作された部品、マグネシウムやアル
ミニウム等のダイキャスト成型で製作された部品であっ
てもよい。また一部品化は記載以外の材料や製作方法を
用いてもよい。
【００１７】（実施形態２）実施形態２は実施形態１を
さらに応用した例である。図２に実施形態２の分解斜視
図を示す。実施形態２では、液晶パネル１、回路基板
８、蛍光管９、蛍光管９をＵ字型に囲むランプリフレク
タ１０、導光板１１、前記液晶パネル１と導光板１１の
間に保護シート１２、レンズシート１３、拡散シート１
４、前記導光板１１の裏面に反射シート１５を配置し、
これらをフレームと一体となった裏側外装ケース１６で
保持し位置決めした上、第２フレーム４を前記フレーム
一体裏側外装ケース１６に固定する。前記第２フレーム
４上に表側外装ケース６をかぶせ、前記フレーム一体裏
側外装ケース１６もしくは第２フレーム４に固定する。
第２フレーム４を残すことにより、外装ケース厚みは増
加するが、強度は大幅にに向上する。フレーム４を残す
ことにより、液晶パネル１のバックライトユニットから
の浮き上がりが防止でき、蛍光管の光が液晶パネル１
と、バックライトユニットの間に生じた隙間から漏れた
り、塵や埃が隙間に入り込んだりせず、画面の表示品位
を保つことが可能となる。このフレーム４を残す方式で
は外装ケースを薄くしたり、軽量化を目的とする際は、
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不利な要素となるが、常に携帯することを要しない大型
の携帯端末では、強度の確保面からは非常に有効であ
る。加えて、液晶モジュール２ｄと裏側外装ケース１６
の固定と同時に表側外装ケース６の固定ができるため、
固定スペースの縮小ができる。
【００１８】（実施形態３）図３に実施形態３の分解斜
視図を示す。実施形態３では、液晶パネル１、回路基板
８、蛍光管９、蛍光管９をＵ字型に囲むランプリフレク
タ１０、導光板１１、前記液晶パネル１と導光板１１の
間に保護シート１２、レンズシート１３、拡散シート１
４、前記導光板１１の裏面に反射シート15を配置し、こ
れらを第１フレーム３で保持し位置決めした上、第２フ
レームと一体となった表側外装ケース１７を、第１フレ
ーム３に固定する。その後、裏側外装ケース５に固定す
る。第２フレーム４（図２参照）と表側外装ケース６
（図２参照）とを一部品化させることで、表側外装ケー
ス６に立体構造（３次元構造）を持たせることができる
ため、表側外装ケース６の強度確保が可能となる。ま
た、実施形態３では、裏側外装ケース１６（図２参照）
と表側外装ケース１７（図３参照）を隙間なく、固定す
る手段として、以下の方法を行った。裏側外装ケース１
６にいくつかの爪を設け表側外装ケース１７に裏側外装
ケース１６に設けた爪が引っかかるよう、穴もしくは溝
を設けてはめ込む。尚、この爪は、表側外装ケース１７
に設けても良い。この際、裏側外装ケース１６に穴もし
くは溝を設ける。もしくは、裏側外装ケース１６にビス
穴やインサートナットを設け、表側外装ケース１７に貫
通穴を設け、共にネジ止めを行う。尚、このビス穴やイ
ンサートナットは、表側外装ケース１７に設けても良
い。この際、裏側外装ケース１６に貫通穴を設ける。ま
た、上記爪固定もしくはビス固定を併用しても良い。第
１フレーム３に固定しその後、裏側外装ケース５に固定
する。第２フレーム４（図２参照）と表側外装ケース６
（図２参照）とを一部品化させることで、表側外装ケー
ス６に立体構造（３次元構造）を持たせることができる
ため、表側外装ケース６の強度確保が可能となる。蛍光
管の光が液晶パネル１と、バックライトユニットの間に
生じた隙間から漏れたり、塵や埃がその隙間に入り込ん
だりせず、画面の表示品位を保つことが可能となる。加
えて、液晶モジュール２ｅと裏側外装ケース５の固定と
同時に表側外装ケース１７の固定ができるため固定スペ
ースの縮小ができる。
【００１９】
【発明の効果】第１フレーム３と裏側外装ケース５とを
一部品化することにより、部品点数削減は当然のことで*
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*あるが、液晶モジュールと裏側外装ケースの固定が不要
になり、固定スペース縮小ができる。同時に、裏側外装
ケースと液晶モジュールの間の隙間をなくすることがで
きるために、裏側外装ケースの厚みを減らすことができ
る。第１フレーム１６は立体構造（３次元構造）を有
し、裏側外装ケースと一体となっているため、外装ケー
スがねじれやたわみなどの変形に対して高い剛性を有
し、歪みに対して強度を確保できる効果を奏する。
【００２０】第２フレーム４と表側外装ケース６とを一
部品化させることで、表側外装ケース６に３次元的な構
造を持たせることができ、表側外装ケース６の強度確保
が可能となる。このため蛍光管の光が液晶パネル１と、
バックライトユニットの間に生じた隙間から漏れたり、
塵や埃が隙間に入り込んだりせず、画面の表示品位を保
つことが可能となる。液晶モジュール２ｅと裏側外装ケ
ース５の固定と同時に表側外装ケースの固定もできるた
めに固定スペース縮小ができる効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態１の液晶表示装置の分解斜視図であ
る。
【図２】実施形態２の液晶表示装置の分解斜視図であ
る。
【図３】実施形態３の液晶表示装置の分解斜視図であ
る。
【図４】従来の液晶モジュールの分解斜視図である。
【図５】従来の液晶表示装置の分解斜視図である。
【符号の説明】
１      液晶パネル
２ａ～２ｅ      液晶モジュール
３      第１フレーム
４      第２フレーム
５      裏側外装ケース
６      表側外装ケース
７      固定スペーサー
８      回路基板
９      蛍光管
１０      ランプリフレクター
１１      導光板
１２      保護シート
１３      レンズシート
１４      拡散シート
１５      反射シート
１６      第１フレームと一体となった裏側外装ケース
１７      第２フレームと一体となった表側外装ケース
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